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IIJのマルチクラウド戦略に関する説明会

株式会社インターネットイニシアティブ
クラウド本部、ネットワーク本部 副本部長  DXP戦略室長 吉川 義弘

DX推進を支えるプラットフォームと新コンセプトのクラウドマネージドサービス
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本日お話する内容
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日本社会のDXの流れ

これらの課題が解決できずDXが進まない場合、
2025年～2030年の間の5年間で、最大12兆円の経済損失の懸念
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既存業務プロセスのデジタル化や業務環境のオンライン化は
多くの企業が「できている」と回答

DX関連の取り組みで、「既に取り組んでいる項目」を教えてください（複数回答可）

IIJ 情シスBoost-up Project から見えるIT部門の現状

できているデジタル化はペーパーレス、RPAなどの業務プロセスが主体
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「新規ビジネスの創出」や「ビジネスモデル変革」に課題意識
「やるべきだができていない」には「新規ビジネスの創出」「既存ビジネスモデルの変革」「DX人材の採用」が上位に

DXの取り組みで「優先的にやるべきだと思うが、現状できていないと感じる項目」を3つ教えてください（3つまで）

IIJ 情シスBoost-up Project から見えるIT部門の現状

新しいビジネス創出やビジネスモデルの変革などはできていない
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業務プロセスのDXは実施済または実施中の企業が多い イノベーション的なDXができている企業は少ない

「新規ビジネスの創出」「ビジネスモデル変革」「DX人材の採用」は、できていない企業が多い

IIJ 情シスBoost-up Project から見えるIT部門の現状

システム開発の内製化、DX人材の採用ができていない
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ビジネス推進

オフィス

開発部門運用部門営業・バックオフィス

IT部門

IT部門は、主に従業員の仕事をする環境を提供
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ビジネス推進

オフィス

開発部門運用部門営業・バックオフィス

IT部門

クラウドを活用したDXは
事業部主体で検討が進む

IT部門はDXの検討に加われないことが多い
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ビジネス推進開発部門運用部門営業・バックオフィス

サイロ化による運用の非効率化、セキュリティリスク増加

ビジネス開発に集中できずDXが進まない・・オフィス

IT部門

IT部門がDXから取り残されてしまう・・ サイロ サイロ
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変化

事業部と協同してDXを推進する役割へ
IT部門 ビジネス推進開発部門運用部門
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ビジネス推進
開発部門

運用部門

セキュリティガイドライン

セキュリティ・ガバナンス・運用の
ガイドライン作ったから守ってね !

クラウド運用ガイドライン

ガイドライン読み込むのが大変・・

余計に大変になってしまう

IT部門

やはりIT部門に任せると効率が
悪くなるなぁ・・・

IT部門が承認するフローを回してね!
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環境 セキュリティオペレーション ガバナンス

営業・バックオフィス

DXを支援

ビジネス推進開発部門運用部門

IT部門が提供する基盤を使ったら

安心して利用できる!! 

ガイドラインをベースとして実装した機能群

ガードレール
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環境 セキュリティオペレーション ガバナンス

オンプレミスオフィス

ガードレール

体制・スキルの不安が大きい・・
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全ての人の働く環境
を支える

ビジネス変革の推進
を支える

環境 セキュリティオペレーション ガバナンス

ガードレールをプラットフォーム提供

「IT部門をサポートして、DXを推進するためのガードレール」をマネージドで提供
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いつでも、どこからでも場所
を選ばず仕事をする

離れていても
コミュニケーションを活発に

リソースは様々な場所・クラウドに分散配置
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ストレスなくつながり、
仕事に集中できるどこからつないでも

自分に最適な仕事環境へセキュアにアクセス

デバイスのデータは
適切に監視・保護
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インターネット

エンドポイント ネットワーク

オフィス

ID
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インターネット

エンドポイント ネットワーク
パブリッククラウド

オンプレミス

オフィス

マルチクラウドID

エンドユーザ
/利用者

営業

事業企画

開発者

「ビジネス・開発を安心して推進できる」への進化
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エンドポイント ネットワーク マルチクラウドID

連携

全ての人の働く環境
を支える

ビジネス変革の推進
を支える

環境 セキュリティオペレーション ガバナンス

ガードレールをプラットフォーム提供
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AWSパートナープログラム

AWS Public Sector Partner
AWS Public Sector Solution Provider
AWS Solution Provider Program

AWSサービス認定
AWS Direct Connect Delivery

Advanced Tier Services

AWSコンピテンシー
Migration Consulting Competency

Google Cloudパートナープログラム

Sell, BuildおよびServiceエンゲージメントにおいて
プレミア パートナー認定

Microsoftパートナープログラム
Microsoft Azure Networking MSP Partner
Infra and Database Migration to Microsoft Azure
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バックオフィス系
SaaS群
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WAN
インターネット

バックオフィス系
SaaS群

IaaS / PaaS / CaaS
オンプレミス

SaaS

セキュリティの課題

監視・運用の課題

デプロイの課題

環境 セキュリティオペレーション ガバナンス
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移行の課題

セキュリティの課題

体制の課題



30

ビジネス戦略・計画 導入(計画・構築・移行)

環境

組織・人材

セキュリティオペレーション ガバナンス

ガードレール

クラウド

オンプレミス
オフィス
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環境 セキュリティオペレーション ガバナンス

ガードレールプラットフォーム

導入(計画・構築・移行)

組織・人材

ビジネス戦略・計画
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ビジネス戦略・計画 導入(計画・構築・移行)

環境

組織・人材

セキュリティオペレーション ガバナンス

ガードレールプラットフォーム

コンサルティング・インテグレーション ×ガードレールプラットフォーム

クラウド

オンプレミス
オフィス

コンサルティング ・インテグレーション

マルチクラウドMSP
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クラウド

オンプレミス

オフィス

クラウドインテグレーションSketch & Draw ワークショップ

ビジネス戦略・計画 導入(計画・構築・移行)組織・人材

CCoE立ち上げ支援

環境 オペレーション セキュリティ ガバナンス

IaC環境導入 UOMオブザーバビリティ
ゼロトラストクラウドアクセス IaaS / SaaSセキュリティ監査クラウド閉域接続

Smart Hub

マルチクラウドMSP

エンドポイント ネットワークID
ガイドライン作成支援

セキュリティ運用・TAM

モダナイゼーション

ゼロトラストクラウドアクセス

統合運用管理 / ITSM

データ可視化k8s環境導入

提供開始中
提供予定
本日提供開始
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オペレーション

システム・アプリケーション全体を可視化

監視・運用の課題

本日提供開始
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オペレーション

システムのログを取り込み、可視化・分析支援

監視・運用の課題

Splunk Cloud Platform 

本日提供開始
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事業部門のDX推進を効率的に支援

ガードレール



©Internet Initiative Japan Inc.

ご清聴ありがとうございました。
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オブザーバビリティ リリース

株式会社インターネットイニシアティブ
クラウド本部 MSP推進部長 福原 亮

マルチクラウドの運用業務を自動化・最適化するサービス

IIJ 統合運用管理サービス（UOM）
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統合運用管理サービス は 2012年 から 提供

2016年

・ジョブ管理

2017年

・自動オペレーション

2018年 

・マルチクラウド統合監視

2021年10月

・構成管理
・ITSMツール

2012年～
・システム監視

・アウトソーシング

サイロ化したクラウドシステムを可視化し障害復旧や改善を迅速化
Splunk社「Splunk Observability Cloud」をエンジンとしたオブザーバビリティ機能を2025年1月に追加

マルチクラウドの
統合監視、運用自動化を展開中

オブザーバビリティ 

選べるプラン

サービス支援

NEW

ブラウザ外形テスト
ベーシック
スタンダード
プレミアム

サービス導入

可視化ソリューション
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クラウドネイティブ時代 の 情シス部門課題
人 材 不 足 と 人 材 育 成 の 負 担

サ イ ロ 化 に よ り 複 雑 化 し た シ ス テ ム

マルチクラウドの監視運用の課題

従来監視では賄えないデータ サイロ化したシステム毎の運用

不足するデータ 複雑化する調査手法

データ収集 可視化

課題

3

課題

1
課題

2
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不足 する データ を 網羅的に補完

ユ ー ザ 操 作 の 記 録

マイクロサービスのデータ

アプリケーションのデータ

利用ユーザからの問い合わせに対応できない

PaaSやコンテナの状況が監視できない

BtoCサービス

コーポレートサイト

UOMオブザーバビリティ

キャプチャ シナリオテスト

ユーザー操作 データ

システム稼働状況を統合的に可視化

コンテナリソース

IaaS/PaaS

アプリケーション
データ

ログ・トレース

インフラ
データ

メトリクス

ITシステム

アプリケーションの動作状況がわからない

ダッシュボード参照
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マルチアカウントの統合

調 査 デ ー タ の 分 散

インフラ・アプリの分断

マルチクラウドの状況を統合的に把握できない

断片的なデータで障害調査に時間を要する

インフラ・アプリの責任分解点が曖昧

○○システム

△△システム

UOMオブザーバビリティ

詳細なデータ蓄積

ドリルダウン分析で早期原因特定
ドリルダウン分析

マルチクラウド

マルチアカウント

ユーザ操作とトレース/ログ紐づけ

ITシステム

セッション

ノーサンプリング1秒単位のリソース

トレース/ログ

サイロ化したシステム の ワンツールで分析
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ドリルダウン分析で早期原因特定システム稼働状況を統合的に可視化

データ の 可視化 と ドリルダウン分析

AWS ALBダッシュボード

AWS Lamdaダッシュボード

2. 遅延個所の調査

1.ユーザ操作の記録

3.トレース・ログ情報から特定
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統合的なマルチクラウドオペレーション

自動通知オブザーバビリティ

自動復旧チケット管理

システム復旧自動オペレーション

→

システムの自動復旧

構成管理 ITSMツール

アラートの自動連絡

業務の効率化インベントリの自動収集

チケットの自動記録

オブザーバビリティの追加で運用改善サイクルの実現
システムの可視化・分析
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メニュー・料金プラン
ベーシック スタンダード プレミアムブラウザ外形テスト

インフラ監視・外形監視

コンテナネットワーク監視

アプリケーション監視

リアルユーザ監視

ブラウザ外形テスト

月額：¥3,500/１契約

150GB/月
(1日あたり5GB相当)

月額：¥4,500/1契約 月額：¥15,000/１契約 月額：¥19,500/１契約

※1.Splunk社「Splunk Cloud Platform 」をエンジンに利用
※2.2025年1月時点での参考価格

300GB/月
(1日あたり10GB相当)ログ容量追加オプション ※1 月額：¥500,000 ※2月額：¥290,000 ※2
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IIJデータ可視化ソリューション with Splunk Cloud Platform
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IIJデータ可視化ソリューション with Splunk Cloud Platform

IIJサービスダッシュボードを標準提供ログデータの取込みによる可視化

Splunk Cloud Platform 

・IIJデジタルワークプレースサービス群 *1

・クラウドサービス  *2,3

・顧客管理機器ログ *2

*1 2025年1月現在 対応IIJサービスは以下となります
     MFW,SWG,EP,IAD,IID（他、順次拡張予定）
*2 Splunkbaseで提供されるアドオンが対象
*3 オプション提供

・MFW IIJマネージドファイアウォールサービス
・SWG IIJセキュアWebゲートウェイサービス
・EP IIJセキュアエンドポイントサービス
・IAD IIJディレクトリサービス for Microsoft
・IID IIJ IDサービス
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マルチクラウドの課題を解決するMSP
 （オペレーション）
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オブザーバビリティ の 導入 から 分析・活用 まで サポート

サ ー ビ ス 導 入

オ ブ ザ ー バ ビ リ テ ィ

デ ー タ 分 析 ・ 活 用

ご要望に合わせて監視運用構築

・月額SaaSモデル
   ・日本語サポート
・日本円支払い

データ可視化ソリューション

Splunk Observability Cloud

運用設計初期設定

Splunk Cloud Platform 

＋
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ガードレールプラットフォーム の オペレーション を UOMが担う

ビジネス戦略・計画 導入(計画・構築・移行)

環境

組織・人材

セキュリティオペレーション ガバナンス

ガードレールプラットフォーム

クラ
ウド

オンプレ
ミスオフィス

コンサルティング ・ インテグレーション

マルチクラウドMSP
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ご清聴ありがとうございました。
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